
コ
メ
作
り
の
体
験
を
通
じ
、
日
本
の
文
化
や

歴
史
に
触
れ
る
機
会
と
す
る
「
新
潟
コ
メ
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
稲
刈
り
が
9
月
23
日
、

新
潟
市
北
区
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
、
彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁
を
務
め
ら
れ

る
一
般
社
団
法
人
心
游
舎
が
主
催
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
5
月
に
田
植
え
、
7
月
に
草
取
り
を

実
施
。
今
回
は
彬
子
女
王
殿
下
を
は
じ
め
、
在

学
生
11
人
と
本
学
教
職
員
、
卒
業
生
、
協
力
農

家
の
方
や
地
元
の
方
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
彬
子
女
王
殿
下
が
最
初
の
刈
り
取

り
を
さ
れ
た
後
に
続
く
形
で
、
地
元
の
伝
統
的

な
農
作
業
着
に
着
替
え
た
学
生
ら
が
横
一
列
に

な
り
丁
寧
に
稲
を
刈
り
取
っ
た
。
刈
り
取
っ
た

稲
は
、
地
元
で
「
ま
る
け
る
」
と
い
う
藁
を
使

い
束
ね
る
作
業
を
経
て
、
稲
束
に
ま
と
め
ら
れ

た
。
学
生
た
ち
は
初
め
て
の
体
験
に
苦
戦
し
て

い
た
が
、
農
家
の
方
に
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
う

と
徐
々
に
慣
れ
、
田
ん
ぼ
に
は
次
々
に
稲
束
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。
稲
束
は
そ
の
後
、

天
日
干
し
の
た
め
の
柵
で
あ
る「
は
さ
」に
掛
け

ら
れ
、
黄
金
色
の
穂
が
広
が
っ
て
い
た
。

稲
刈
り
後
の
振
り
返
り
学
習
で
は
、
学
生
た

ち
か
ら
「
5
月
の
田
植
え
、
7
月
の
草
取
り
、

9
月
の
稲
刈
り
と
コ
メ
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
、
自
分
で
育
て
た
稲
を
刈
り
取
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
に
な
っ

た
」「
日
々
コ
メ
作
り
に
労
力
を
か
け
て
く
れ
る

方
々
の
存
在
を
じ
か
に
感
じ
、
お
コ
メ
の
あ
り

が
た
さ
を
実
感
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
が

っ
た
。

今
回
収
穫
し
た
コ
メ
は
今
後
、
東
京
大
神
宮

へ
奉
納
さ
れ
る
予
定
。

酷
暑
の
夏
に
届
い
た
一
枚
の
葉
書
。「
残
暑
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
」
か
ら
始
ま
る
手
書
き
の

文
字
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
差
出
人
の
こ
と
を
思

い
出
す
。
い
か
が
お
過
ご
し
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し

て
昨
年
ま
で
に
届
い
た
葉
書
の
束
に
合
わ
せ
大
切

に
保
存
す
る
▼
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
な
ど
の
各
種

S
N
S
の
利
用
が
普
及
し
、
日
常
生
活
に
不
可
欠

で
手
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
な
っ
た

今
で
も
、
手
書
き
の
葉
書
を
手
に
し
た
と
き
の
う

れ
し
さ
は
大
き
く
温
か
い
。
ま
た
相
手
を
想
い
な

が
ら
、
心
を
込
め
て
葉
書
を
手
書
き
す
る
と
き
に

は
デ
ジ
タ
ル
で
は
味
わ
え
な
い
凜
と
し
た
緊
張
感

が
あ
る
▼
我
が
国
最
初
の
「
官
製
は
が
き
」
が
発

行
さ
れ
た
の
は
、
郵
便
事
業
開
始
か
ら
２
年
後
の

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
12
月
１
日
。
手
紙
よ
り

も
手
軽
で
使
い
勝
手
の
よ
い
葉
書
は
、
日
常
生
活

の
一
部
と
し
て
急
速
に
普
及
し
た
。
し
か
し
そ
れ

も
今
は
遠
い
昔
と
な
っ
た
▼
10
月
１
日
か
ら
「
通

常
は
が
き
」
の
料
金
が
63
円
か
ら
85
円
に
値
上
げ

さ
れ
た
。
定
形
郵
便
物
や
非
定
形
郵
便
物
の
料
金

も
同
様
だ
。「
今
後
と
も
、郵
便
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

的
な
提
供
を
維
持
し
て
い
く
た
め
」
と
の
理
由
だ

が
、
郵
便
物
を
出
す
方
、
そ
し
て
受
け
取
る
方
の

両
方
に
と
っ
て
な
ん
と
も
気
が
重
い
が
、
葉
書
が

よ
り
い
っ
そ
う
あ
り
が
た
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
た
い
▼
秋
の
夜
長
、
葉
書
を
前
に

筆
を
執
り
、
大
切
な
人
に
近
況
な
ど
を
伝
え
ら
れ

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

観
光
宿
泊
業

観
光
宿
泊
業
か
ら
か
ら
見
た
見
た

日
本
社
会

日
本
社
会
のの
未
来
未
来

は
る
か
す
も
の

み

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
・
井
門
隆
夫
教
授

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
・
井
門
隆
夫
教
授

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
よ
っ
て
日
本
の
宿

泊
業
は
安
泰
…
…
と
は
、
な
か
な
か
い
か
な

い
。
既
に
30
年
に
も
わ
た
っ
て
、
日
本
の
宿

泊
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
法
人
の
労
働
生

産
性
は
上
が
ら
ず
、
そ
の
行
く
末
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
小
の
宿
泊
業
こ
そ
、
地
域
社

会
の
要
で
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
る
の

が
、
井
門
隆
夫
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教

授
だ
。「
資
本
（
所
有
）」
と
「
運
営
」
を
分

離
せ
よ
と
い
う
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
満
ち
た

提
案
に
ま
ず
は
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
社
会

や
環
境
に
配
慮
し
た
投
資
や
企
業
活
動
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
中
、
宿
泊
業

も
ま
た
、
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
残
せ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
話
の
中
で
語
ら
れ
て
い
く
の

は
、
宿
泊
業
か
ら
見
た
日
本
社
会
の
未
来
の

話
で
も
あ
る
。
井
門
教
授
は
、
窮
地
に
立
た

さ
れ
て
い
る
中
小
宿
泊
業
の
未
来
を
、
そ
う

し
た
世
界
的
な
潮
流
の
中
で
捉
え
て
い
る
。

日
本
の
中
小
宿
泊
業
の
根
本
的
な
問
題
点

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
そ
の
視
点
は
、
井
門
教

授
自
身
が
旅
行
会
社
に
身
を
置
い
て
目
の
当

た
り
に
し
て
き
た
光
景
と
結
び
つ
い
て
い

る
。
自
身
の
歩
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
在

進
行
形
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
社
会
の
〝
実

験
〟
を
紹
介
し
て
い
く
。

研

聞
者究
に

く

彬子女王殿下とともに学生らが稲刈り
コメ作りワークショップで日本文化に触れる

4
・
5
面
に
関
連
記
事

彬
子
女
王
殿
下
（
前
列
右
か
ら
4
人
目
）

と
手
作
業
で
稲
刈
り
を
行
っ
た
参
加
者
ら

［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目10-28　［電話］03（5466）0130　［FAX］03(5466)0528
定期号（毎月20日発行）　1部20円

祭　儀 ■ 創立記念祭　11月1日（金）　午前10時　仮殿　■ 関係物故者慰霊祭　11月1日（金）　午前11時　百周年記念館記念講堂

主な内容

K：DNA最終面から

２面／狂言の会 笑いの中で奥深い「人間賛歌の芸」を堪能　３面／「指定寄付金」ご芳名　４・５面／なぜ日本の中小宿泊業の労働生産性が上がらないのか？　
６面／パリ・オリンピック柔道日本代表に川上コーチが同行　日本代表から得た貴重な学び　　

Ⅰ面／出雲駅伝 平林主将がアンカー勝負制し5年ぶり2度目の優勝　Ⅱ面／日本語の魅力を伝える日本語教師を目指す

「
熱
鬧
に
住
む
」

朝
ゆ
ふ
べ
な
が
む
る
庭
は

　

秋
さ
び
て
、
松
か
は
毛
む
し

　

荒
し
過
ぎ
た
り

『
倭
を
ぐ
な
』

釈　

迢
空

令和6年10月20日㈰
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日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
狂
言
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
人
間
国
宝
で
院
友
の
大
蔵
流
狂
言
・
四
世
山
本
東
次

郎
師
（
昭
36
卒
・
69
期
文
）
一
門
に
よ
る
「
狂
言
の
会
」

が
10
月
９
、
10
日
の
両
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
25
回
目
と
な
る
今
年
は
昨
年
の
12
月
開
催

か
ら
時
期
を
移
し
、
約
６
５
０
人
が
伝
統
芸
能
を
味
わ
っ

た
。９

日
は
午
後
の
一
般
上
演
に
先
立
ち
、
近
隣
の
小
学
校

５
校
か
ら
６
年
生
約
４
２
０
人
が
招
か
れ
、
国
語
の
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
蔵
流
の
「
柿
山
伏
」
を
鑑
賞
し

た
。
上
演
後
は
狂
言
の
姿
勢
や
動
作
、
発
声
方
法
な
ど
を

舞
台
上
で
体
験
す
る
場
も
設
け
ら
れ
た
。

一
般
上
演
で
は
、東
次
郎
師
が
シ
テ（
主
役
）を
務
め
、

子
離
れ
で
き
な
い
親
と
親
離
れ
で
き
な
い
息
子
の
関
係
を

描
く
「
二
人
袴
」
を
は
じ
め
、「
因
幡
堂
」「
禰
宜
山
伏
」

が
演
じ
ら
れ
た
。
上
演
後
に
客
席
か
ら
の
質
問
に
答
え
た

東
次
郎
師
は
「
せ
り
ふ
は
謡
、
し
ぐ
さ
は
舞
」
と
い
う
山

本
家
が
守
り
続
け
て
い
る
狂
言
の
表
現
方
法
の
基
本
を
紹

介
。
終
わ
り
に
「
餅
酒
」
の
謡
が
披
露
さ
れ
た
。

10
日
は
「
入
間
川
」「
樋
の
酒
」「
福
の
神
」
の
三
つ
が

上
演
さ
れ
た
。「
入
間
川
」
は
シ
テ
の
大
名
が
、東
次
郎
師

演
じ
る
ア
ド
（
脇
役
）
の
入
間
の
何
某
に
面
目
を
つ
ぶ
さ

れ
、そ
の
仕
返
し
を
も
く
ろ
む
と
い
う
物
語
。物
事
を
全
て

反
対
に
言
い
表
す
「
入
間
の
逆
言
葉
」
を
使
っ
た
嚙
み
合

わ
な
い
会
話
の
滑
稽
さ
が
見
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
最
終
演
目

の
「
福
の
神
」
で
は
東
次
郎
師
が
シ
テ
の
福
の
神
を
務
め

た
。
ア
ド
の
参
詣
人
が
「
福
は
内
へ
」
と
豆
を
ま
く
と
、

高
笑
い
と
と
も
に
福
の
神
が
姿
を
現
す
。
舞
台
袖
か
ら
も

客
席
全
体
に
響
き
わ
た
る
東
次
郎
師
の
声
の
張
り
に
、
観

客
は
圧
倒
さ
れ
た
。

終
演
後
の
解
説
で
東
次
郎
師
は
狂
言
を
「
愚
か
し
い
心

理
劇
」
と
表
現
。「
人
間
の
心
の
営
み
の
愚
か
し
さ
を
知

れ
ば
傲
慢
さ
が
消
え
、
謙
虚
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
争

い
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
一
回
り
二
回
り

と
広
が
れ
ば
世
界
が
平
和
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
狂
言
は
作
ら
れ
た
」
と
述
べ
、
笑
い
の
底
に
あ
る
〝
人

間
賛
歌
の
芸
〟
と
し
て
の
在
り
方
を
強
調
し
た
。
ま
た
東

次
郎
師
は
「
福
の
神
」
で
用
い
た
江
戸
時
代
の
能
面
師
・

河
内
作
と
さ
れ
る
面
を
示
し
、
照
ら
す
（
上
を
向
く
）
と

曇
ら
せ
る
（
下
を
向
く
）
で
表
情
が
変
わ
る
さ
ま
を
見
せ

た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
東
次
郎
師
の
語
り
口
に
、
観
客

は
奥
深
い
狂
言
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

最
後
に
司
会
の
学
生
か
ら
東
次
郎
師
に
花
束
が
贈
ら

れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

国際交流歓迎会
交換留学生14人を歓迎

国際交流歓迎会が9月27日に渋谷キャンパスで
開催され、在学生や教職員、留学生の異文化・地域
交流を支援するフレンドシップファミリーなど、
約90人が参加し、14人の交換留学生を歓迎した。

はじめに、田原裕子・国際交流推進部長（経済
学部教授）が「皆さんの知識や経験を本学学生に
も教えていただき、相互交流が深まる充実した
留学になることを心から願っている」とあいさ
つ。交換留学生からの自己紹介の後、懇親を深め
るために用意された質問ゲームが行われ、会場は
笑顔に包まれていた。今後は、国際交流イベント

「International Coffee Hour」などが定期的に開
催され、留学生と在学生が交流を深めていく予定。

9月卒業・修了
学部50人、大学院３人

国学院大学の令和6年度9月卒業生・修了生が9
月30日付で確定し、学部50人、大学院博士前期課
程3人が卒業・修了を迎えた。

9月25日に渋谷キャンパスで行われた文学部卒
業証書授与式では、矢部健太郎・文学部長（教授）
=写真=が祝辞を述べ、卒業生一人一人に証書を
手渡した。大学院9月修了学位記授与式も同日に
渋谷キャンパスで行われ、佐藤長門・大学院委員
長（文学部教授）から祝辞が述べられた。指導教
員からは、これまでの努力がたたえられ今後の進
路に向けてのエールが送られた。

卒業期は133期となり、学部の学位記授与式は
令和7（2025）年3月23日に開催される予定。所
属別の卒業生数は次の通り。
◎�大学院▶博士前期課程◇文学研究科▷文学専攻

1人◇法学研究科▷法律学専攻2人
◎�学部▶文学部19人▷史学科3人▷日本文学科6

人▷中国文学科1人▷外国語文化学科9人▶経
済学部11人▷経済学科6人▷経済ネットワーキ
ング学科2人▷経営学科3人▶法学部8人▷法律
専攻7人▷政治専攻1人▶神道文化学部▷神道
文化学科8人▶人間開発学部4人▷初等教育学
科1人▷健康体育学科1人▷子ども支援学科2人

教職員人事
【退職】
◎自己都合
◆文学部◇教授▷小池寿子
◆大学事務局◇専任▷米山聡香（総務部人事課書記）

以上、令和6年9月30日付
【採用】
◆文学部◇教授▷三浦篤

以上、令和6年10月1日付

新任教職員紹介
10月1日付で着任した専任教職員のプロフィル

を紹介する。丸数字は①略歴②抱負。
ーーーーー    文　学　部���ーーーーー

◆教授
三浦篤（みうら・あつし）
①東京大学大学院、パリ第4大学博士課
程修了、東京大学大学院総合文化研究
科教授を経て、現職。
②専門は西洋美術史（19世紀フランス
絵画）、日仏美術交流史（ジャポニスム、日本近
代洋画）です。美術作品を鑑賞し、研究する楽し
さ、面白さを多くの学生に知ってもらいたい。何
かに夢中になれば道が見えてきます。

国
学
院
大
学
の
院
友
（
卒
業
生
）
が
年
に
一
度
学
び
舎
に
戻
る

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
10
月
13
日
、高
く
澄
み
渡
る
秋
空
の

下
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
院
友
の
家
族
ら
も
交
え
、

大
勢
の
来
場
者
が
多
彩
な
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
針
本
正
行
学
長
に
よ

る
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
院
友
会
の
今
井
亮
副
会
長
に
よ
っ
て

𠮷
田
茂
穂
会
長
の
「
と
も
に
過
ご
す
今
日
を
き
っ
か
け
に
国
学
院

愛
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
、
神
道
文
化
学
部
を
今
春
卒
業
し
、

院
友
と
な
っ
た
歌
手
の
相
川
七
瀬
さ
ん
（
令
6
卒
・
１
３
２
期
神

文
）
＝
写
真
上
＝
に
よ
り
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
相
川
さ
ん
は

現
在
、
本
学
大
学
院
に
進
学
し
て
神
道
学
・
民
俗
学
を
専
攻
。
講

演
で
は
全
国
３
カ
所
（
長
崎
県
対
馬
市
、
鹿
児
島
県
南
種
子
町
、

岡
山
県
総
社
市
）
の
「
赤
米
神
事
」
と
い
う
祭
り
に
出
合
い
、
神

道
に
根
ざ
す
日
本
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
経
緯
が
紹
介
さ
れ
た
。

相
川
さ
ん
は
「
神
道
は
日
本
人
の
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
た
信
仰

で
あ
り
、
衣
食
住
を
含
む
文
化
を
包
括
し
た
精
神
、
も
っ
と
言
う

と
日
本
人
の
心
だ
」
と
述
べ
、
そ
れ
を
伝
え
て
き
た
の
が
祭
り
だ

っ
た
と
強
調
し
た
。
神
道
の
中
心
に
あ
る
「
共
生
」
が
生
む
幸
福

感
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
肉
体
的
、
精
神

的
、
社
会
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態
）
に
も
重
な
る
と
指
摘
。
担
い

手
不
足
で
全
国
的
に
祭
り
の
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
人

と
人
を
結
ぶ
祭
り
の
役
割
を
見
直
す
べ
き
だ
と
話
し
た
。

午
後
に
は
、井
上
順
孝
名
誉
教
授
＝
同
中
＝
に
よ
り「
宗
教
文
化

を
学
ん
で
日
本
を
深
め
世
界
を
拡
げ
る
」
と
題
し
て
特
別
講
義
が

行
わ
れ
た
。
神
社
で
七
五
三
を
し
、
教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
、
寺

で
葬
式
を
し
て
も
不
思
議
に
思
わ
な
い
の
は
日
本
人
の
「
宗
教
文

化
」
だ
と
井
上
名
誉
教
授
は
説
明
。
外
国
の
宗
教
も
同
じ
く
文
化

に
深
く
根
ざ
し
て
お
り
、
食
の
戒
律
を
は
じ
め
規
範
や
慣
習
を
変

え
る
の
は
難
し
い
と
し
て
「
訪
日
・
在
住
外
国
人
が
増
え
る
中
、

い
ろ
ん
な
宗
教
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
文
化
的
背
景
や
歴

史
を
学
び
、
他
者
理
解
に
努
め
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
と
て
も
重

要
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
西
村
幸
夫
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

長
（
教
授
）
に
よ
り
、
同
学
部
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
開
設
３
年
目

と
な
る
学
部
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
写
真
を
交
え
て
院
友
に
紹

介
さ
れ
た
。

ま
た
構
内
で
は
院
友
と
交
流
す
る
催
し
が
目
白
押
し
。
恒
例
の

院
友
会
支
部
物
産
展
＝
同
下
＝
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
９
支

部
が
参
加
。
特
産
品
を
品
定
め
す
る
人
で
に
ぎ
わ
う
傍
ら
、
来
場

者
が
出
店
者
の
中
に
同
級
生
を
見
つ
け
、
再
会
を
喜
ぶ
光
景
な
ど

が
見
ら
れ
た
。「
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
卒
業
ア
ル
バ
ム
展
」
に

訪
れ
た
院
友
の
男
性（
昭
59
卒
）は
「
先
輩
の
懐
か
し
い
顔
が
見
た

く
て
」
と
ア
ル
バ
ム
を
め
く
っ
た
。
散
策
し
な
が
ら
最
新
の
学
内

情
報
を
紹
介
す
る
「
大
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
た

女
性
院
友（
平
19
卒
）は
「
当
時
は
若
木
タ
ワ
ー
が
建
っ
た
ば
か
り

で
、
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
な
か
っ
た
」
と
母
校
の
進
化
に

目
を
丸
く
す
る
な
ど
、思
い
思
い
に
秋
晴
れ
の
一
日
を
満
喫
し
た
。

秋空の下、ホームカミングデー開催

大蔵流狂言　山本東次郎師「狂言の会」

笑いの中で奥深い「人間賛歌の芸」を堪能

相川七瀬さん、井上名誉教授が院友へ語る

「入間川」を披露する山本東次郎師（右）
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令和6年度 指定寄付者一覧（敬称略）

経済学部生を体験する
「E-Tour」を開催

経済学部の授業を疑似体験することができるイ
ベント「E-Tour」が9月21日に渋谷キャンパスで
開催され、約30人の高校生が参加した＝写真。
はじめに中田有祐・経済学部准教授があいさつ
し、経済学部の学びの特徴について説明。その後
は、学生たちの進行で、経済学部生を疑似体験で
きるプログラムを実施。フリートークやキャンパ
スツアーを通して、学生目線のキャンパスライフ
を高校生に体験してもらった。
最後に行われた模擬授業では、アクティブラー
ニング型の授業を学生たちの進行で再現。参加者
は「ペルソナ分析」と「行動の経済学」をテーマ
に、自ら考え、グループで答えを導き出す授業を
体験した。本イベントは12月21日にも開催予定。

人間開発学会第16回大会を開催

国学院大学人間開発学会第16回大会が9月28日
にたまプラーザキャンパスで開催された＝写真。
大会は4部構成で実施され、人間開発学部所属
の教員・学生らが、人間開発学という理念を基に、
教育学、健康・スポーツ科学、生命科学などの観
点から研究発表や研究報告、成果報告を行った。
最後に、前年度の機関誌『人間開発学研究』掲載
論文において研究奨励賞を受賞した前田麦穂・同
学部初等教育学科助教の表彰式と受賞者記念講演
が行われ、第16回大会を締めくくった。

秋葉直樹名誉教授 逝去
国学院大学名誉教授の秋葉直樹氏が9月25日に
逝去。89歳。
秋葉氏は昭和10年生まれ。34年国学院大学文
学部卒業、36年同大学大学院日本文学研究科修士
課程修了、39年同博士課程修了。文学修士。国学
院大学栃木高等学校、国学院大学栃木短期大学勤
務を経て、昭和47年国学院大学文学部助教授、56
年教授、平成13年教授（特別専任）。18年定年退
職、同年名誉教授。専門は近世文学、近代文学。
在職中は文学部第二部長などを歴任した。

大和博幸名誉教授 逝去
国学院大学名誉教授の大和博幸氏が9月19日に
逝去。75歳。
大和氏は昭和24年生まれ。46年国学院大学文
学部卒業。文学士。国学院大学事務局勤務を経て、
平成4年国学院大学文学部専任講師、6年助教授、
14年教授。31年定年退職、同年名誉教授。専門は
日本近世出版文化史・書誌学。著書に『江戸期の
広域出版流通』（新典社）、共編書『近世地方出版
の研究』（東京堂出版）など。

学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独自性のある教
育研究体制を確立するため、広くご寄付を募っています。
令和6年4月から9月まで、別表の通り、多方面の方々からご寄付を
賜りました。ここに、ご芳名を掲載し、重ねて深甚の謝意を表します。
本法人に対するご寄付は、専用用紙による申し込みとインターネ
ット上でクレジットカード決済による申し込みが可能です。詳細は
6面をご参照ください。� （総務部総務課）

令和6年4月1日〜9月30日（単位：円）

「指定寄付金」
ご芳名

寄付者 寄付目的 寄付金額 収納日
臼杵　千枝子 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部、陸上競技部） 200,000 令和6年4月　9日
東京都神社庁　庁長　小野　貴嗣 施設・設備充実支援（神職養成の事務機器等購入費） 350,000 令和6年4月10日
宇都木　丈夫 教育・研究振興支援 30,000 令和6年4月10日

匿名 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山中学高等
学校）

3,000 令和6年4月16日
3,000 令和6年5月16日
3,000 令和6年6月12日
3,000 令和6年7月16日
3,000 令和6年8月14日
3,000 令和6年9月20日

清水　理江子 学生・生徒等の奨学基金

5,000 令和6年4月22日
5,000 令和6年5月22日
5,000 令和6年6月24日
5,000 令和6年7月23日
5,000 令和6年8月22日
5,000 令和6年9月25日

關橋　淳 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部）

1,500 令和6年4月22日
1,500 令和6年5月22日
1,500 令和6年6月24日
1,500 令和6年7月23日
1,500 令和6年9月25日

石井　啓隆 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部） 5,000 令和6年5月　9日
施設・設備充実支援 10,000 令和6年5月　9日

長谷山　敏博 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山高等学校ラグビーフットボール部） 10,000 令和6年5月22日
矢澤　敏司 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和6年5月22日
わかみこ会　代表　湊　明 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和6年5月30日

一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗

学生・生徒等の活動支援（第28回全国高校生創作コンテスト） 100,000 令和6年5月31日
学生・生徒等の活動支援（第20回地域の伝承文化に学ぶコンテスト） 100,000 令和6年5月31日
教育・研究振興支援（学術スポーツ振興資金） 100,000 令和6年5月31日
学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和6年6月　7日
学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和6年6月28日

初鹿　博雄 施設・設備充実支援（神殿造替工事） 10,000 令和6年6月　1日

高橋　真人 学生・生徒等の活動支援（ラグビーフットボール部） 120,000 令和6年6月　7日
120,000 令和6年6月24日

伊藤　直記 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部）
20,000 令和6年6月　7日
10,000 令和6年6月24日
10,000 令和6年6月24日

宮永　一美 教育・研究振興支援（神道文化学部） 100,000 令和6年6月14日
喜多山　健二 学生・生徒等の奨学基金 100,000 令和6年6月24日
山本　周典 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和6年6月24日
高橋　理沙 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 30,000 令和6年6月24日
遠藤　洋之 学生・生徒等の奨学基金 30,000 令和6年6月24日
有限会社ミナト工業所　代表取締役　石田　裕之 学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和6年7月　5日
牧内　りずむ 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和6年7月　8日
百瀬　渡、百瀬　韶子 教育・研究振興支援（古典文学、国語学、中世歌謡、民俗学） 1,000,000 令和6年7月11日
匿名 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部、陸上競技部） 300,000 令和6年7月29日
株式会社アローズ・ケイ・渋谷　代表取締役　城所　俊哉 学生・生徒等の奨学基金 65,000,000 令和6年7月31日
千葉　真弓 教育・研究振興支援 5,000 令和6年8月　7日
神社本庁総合研究所　所長　田中　恆清 教育・研究振興支援（研究開発推進センター事業） 300,000 令和6年8月15日
株式会社アルク　代表取締役　實川　利光 学生・生徒等の奨学基金 60,000 令和6年8月20日
昱株式会社　代表取締役　中川　崇 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 50,000 令和6年8月26日
株式会社エデュース　代表取締役社長　松本　雄一郎 学生・生徒等の奨学基金 1,300,000 令和6年8月30日
九國会　会長　佐久間　進 学生・生徒等の活動支援（剣道部） 100,000 令和6年9月20日
荒井　康一郎 学生・生徒等の活動支援（バスケットボール部） 5,000 令和6年9月25日

第
　
　
　回
63

明
治
27
（
1
8
9
4
）
年
の
創
刊
当
初
の
『
國

學
院
雑
誌
』
の
誌
面
は
、
国
史
・
国
文
に
か
か
わ

る
手
堅
い
議
論
弁
説
を
掲
載
す
る
［
論
説
］、新
生

面
あ
る
思
想
に
基
づ
い
た
学
説
を
開
陳
す
る
［
講

述
］、和
漢
英
の
名
文
の
批
評
と
解
釈
の［
評
釈
］、

国
史
・
国
文
、
国
体
に
つ
い
て
の
論
説
・
考
証
、

諸
種
の
解
題
を
設
け
た
［
雑
録
］、教
育
従
事
者
ら

の
質
疑
と
答
弁
の
［
応
問
］、学
界
動
向
や
新
聞
報

道
の
議
論
、新
刊
情
報
を
載
せ
た
［
彙
報
］、全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
文
章
と
新
体
歌
を
紹
介
す

る［
詞
林
］
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
署
名
原
稿
は
［
論
説
］

［
講
述
］［
評
釈
］

［
雑
録
］
で
、そ

の
執
筆
者
の
多

く
は
当
時
の
国

学
院
関
係
者

－

と
く
に
教
鞭
を

執
っ
た
人
た
ち

－

で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
明

治
20
年
代
後
半

に
お
け
る
国
学

院
の
学
問
的
雰

囲
気
の
一
斑
を

窺
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

例
え
ば
、
明

治
27
年
11
月
か
ら
28
年
10
月
に
い
た
る
第
１
巻
の

執
筆
者
は
全
12
冊
で
23
名
に
お
よ
び
、
執
筆
回
数

と
し
て
は
国
学
者
・
国
語
学
者
と
し
て
著
名
な
物

集
高
見
や
教
育
学
関
連
の
湯
本
武
比
古
の
掲
載
数

が
群
を
抜
い
て
多
く
、次
に
小
説
家
坪
内
雄
蔵（
逍

遙
）の
英
文
に
か
ん
す
る［
評
釈
］連
載
が
続
く
も

の
の
、
そ
れ
以
外
に
も
国
学
者
に
し
て
日
本
史
に

も
通
暁
し
た
小
中
村
清
矩
、
国
史
学
・
国
文
学
の

萩
野
由
之
、
宣
長
の
曽
孫
に
し
て
国
学
者
の
本
居

豊
穎
、
本
邦
有
職
故
実
の
草
分
け
関
根
正
直
、
古

典
学
の
提
唱
者
小
中
村
義
象
、
歌
人
に
し
て
国
文

学
者
の
落
合
直
文
、
有
職
故
実
の
松
本
愛
重
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
複
数
回
に
わ
た
り
筆
を
執
っ
て
い
る
。

ま
た
第
１
巻
中
で
は
一
度
の
寄
稿
な
が
ら
国
学
者

今
泉
定
助
、
さ
ら
に
後
期
水
戸
学
の
史
学
者
で
栗

田
寛
、［
評
釈
］
で
漢
文
を
連
載
で
講
じ
た
川
田
剛

ら
も
い
た
。
そ
の
他
、
坂
正
臣
・
杉
浦
重
剛
・
芳

賀
矢
一
・
三
上
参
次
ら
の
ち
に
国
学
院
の
教
学
運

営
の
支
柱
と
な
っ
た
人
物
の
姿
も
み
え
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
物
集
、
両
小
中
村
、

萩
野
、
本
居
、
関
根
、
落
合
、
松
本
、
今
泉
ら
の

存
在
で
、
か
れ
ら
に
は
旧
東
京
大
学
附
属
古
典
講

習
科
に
由
縁
を
も
つ
と
い
う
共
通
点
を
指
摘
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

古
典
講
習
科
は
、
明
治
維
新
以
降
、
和
漢
書
研

究
者
ら
が
し
だ
い
に
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
け
る
立
ち

位
置
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
状
況
に
学
問
的
後
継
者

難
を
予
見
し
た
加
藤
弘
之
同
大
総
理
が
、
そ
の
育

成
機
関
と
し
て
明
治
15
年
に
設
置
し
た
。

同
科
は
６
年
余
の
短
期
で
廃
止
と
な
っ
た

が
、
創
刊
当
初
の
『
國
學
院
雑
誌
』
の
筆
陣

は
ま
さ
に
か
つ
て
古
典
講
習
科
で
教
鞭
を
執

り
、
ま
た
そ
の
講こ

う
え
ん筵
に
列
し
た
人
び
と
に
よ

っ
て
彩
ら
れ
て
い
た
。
折
し
も
、
こ
の
頃
、

国
学
者
界
隈
に
お
い
て
は
学
会
の
組
織
や
結

社
の
結
成
を
み
、
各
種
研
究
雑
誌
（
本
学
に

お
け
る『
日
本
文
学
』『
皇
典
講
究
所
講
演
』

な
ど
）
の
刊
行
が
す
す
ん
で
い
た
。

す
な
わ
ち
、創
刊
当
初
の『
國
學
院
雑
誌
』

の
筆
陣
か
ら
は
、
翻
っ
て
明
治
20
年
代
後
半

の
国
学
院
が
こ
れ
ら
和
漢
書
研
究
者
ら
の
受

け
皿
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
実
態
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

�

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教 

比
企
貴
之

『
國
學
院
雑
誌
』創
刊
の
頃
の
筆
陣

東
京
帝
国
大
学 
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・
文
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大
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観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
・
井
門
隆
夫
教
授

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
・
井
門
隆
夫
教
授

現
在
、
日
本
の
宿
泊
業
（
法
人
）
全

体
の
94
％
が
、
資
本
金
５
０
０
０
万
円

未
満
の
中
小
企
業
で
す
。
さ
ら
に
は
、

宿
泊
業
全
体
の
60
％
を
占
め
る
の
が
、

資
本
金
１
０
０
０
万
円
未
満
の
小
規
模

旅
館
業
で
す
。
私
が
着
目
し
て
い
る
の

は
、
そ
う
し
た
宿
泊
業
の
労
働
生
産
性

＝
従
業
員
1
人
あ
た
り
の
付
加
価
値
で

す
。こ

こ
で
い
う
付
加
価
値
と
は
、
人
件

費
や
営
業
利
益
、
租
税
公
課
な
ど
の
合

計
な
の
で
す
が
、
中
小
の
宿
泊
業
に
お

い
て
は
そ
の
労
働
生
産
性
が
平
成
５

（
１
９
９
３
）年
を
境
に
下
落
し
て
い
き

ま
し
た
。
一
方
、
資
本
金
５
０
０
０
万

円
以
上
の
大
企
業
は
労
働
生
産
性
を
伸

ば
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

地
方
の
小
規
模
旅
館
業
で
は
、
も
は

や
従
業
員
を
募
集
し
て
も
人
が
や
っ
て

来
な
い
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
の
外
国
人

労
働
者
の
力
を
頼
っ
て
き
ま
し
た
が
、

来
日
さ
れ
る
方
々
の
出
身
国
の
移
り
変

わ
り
も
激
し
く
、
い
つ
ま
で
や
っ
て
来

て
く
れ
る
の
か
…
…
と
い
う
の
が
正
直

な
状
況
で
す
。
根
本
的
に
労
働
生
産
性

を
上
げ
な
け
れ
ば
、国
内
外
を
問
わ
ず
、

働
く
人
が
い
な
い
産
業
に
な
っ
て
い
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
そ
れ
で
仕
方
な

い
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
も
そ
も
日
本
で
は

生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
が
減
少

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
労
働
生
産
性
の

高
い
産
業
に
シ
フ
ト
し
て
い
け
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
小
の

宿
泊
業
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
よ
う
に

一
概
に
切
り
捨
て
て
い
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
し
た

宿
は
、
地
方
社
会
に
お
け
る
〝
ハ
ブ
〟

（
中
核
）
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
で
す
が
、
地
域
の
水
源
と
な

っ
て
い
る
保
安
林
に
実
際
に
手
を
入
れ

て
い
る
の
は
、
地
元
の
方
々
で
す
。
里

山
と
し
て
整
備
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
う
し
た
地
域
の
中
で
、
中
小
の
宿
泊

業
は
、里
山
の
キ
ノ
コ
や
山
菜
を
採
り
、

宿
泊
す
る
お
客
様
に
提
供
し
た
り
、
加

工
し
て
商
品
と
し
て
売
っ
た
り
し
な
が

ら
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
と
い
っ

た
動
物
た
ち
と
人
の
暮
ら
し
の
間
の
バ

ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
里
山
の
姿
を

保
っ
て
き
た
、
と
い
う
側
面
が
あ
る
ん

で
す
ね
。

そ
う
し
た
地
域
の
宿
泊
業
が
地
方
か

ら
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
は
、里
山
が
、い

や
地
方
全
体
が
荒
れ
果
て
て
い
く
危
険

性
は
高
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
当
の
業
者

の
方
々
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
ん

で
す
。
つ
ま
り
、
中
小
の
宿
泊
業
は
、

地
域
の
社
会
資
本
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
日
本
の
中
小
宿
泊
業
で

は
労
働
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
の
か
。

そ
の
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
が
、「
資
本

（
所
有
）」
と
「
運
営
」
が
分
離
し
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

宿
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
小
さ
な
資

本
し
か
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
大
き
な

借
り
入
れ
を
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
、
日
本
で
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
場
合
に
は
法
人
と
し
て
大
き
な

担
保
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の

に
、
小
資
本
の
宿
泊
業
に
な
ぜ
そ
ん
な

こ
と
が
可
能
な
の
か
。

そ
れ
は
、
日
本
に
は
個
人
保
証
制
度

が
あ
る
か
ら
で
す
。
中
小
企
業
が
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
と
き
、
経
営

者
が
連
帯
保
証
人
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
し
て
、
中
小
の
宿
泊
業
は
こ

の
制
度
の
中
で
経
営
者
の
個
人
保
証
、

そ
し
て
不
動
産
を
担
保
に
借
り
入
れ
を

し
て
、
経
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、旅
館
な
ど
の
経
営
者
は
、法

人
が
借
り
て
い
る
金
額
と
近
い
額
を
、

個
人
の
金
融
資
産
で
保
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
こ
で
、
歪
み
が
生
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
法
人
は
赤
字
で
も
個
人
資
産
は
黒

字
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
の
で
す
。
融
資
す
る
金
融
機
関
と
し

て
も
、
担
保
で
あ
る
個
人
資
産
が
黒
字

な
ら
ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
格
好

と
な
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
、
法
人
に
お
け
る
多

額
の
役
員
報
酬
や
経
営
者
へ
の
不
動
産

賃
料
と
い
っ
た
も
の
が
発
生
し
や
す
く

な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
支

え
て
い
き
た
い
宿
泊
業
に
対
し
て
は
あ

ま
り
良
い
例
の
出
し
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
例
え
ば
法
人
と
し
て
は
赤
字
で

あ
る
旅
館
の
社
長
が
高
級
外
車
に
乗
っ

て
い
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
さ
え
見
受
け

ら
れ
る
の
は
、
あ
れ
は
担
保
だ
か
ら
、

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

し
か
も
こ
う
し
た
歪
み
は
、
現
場
を

疲
弊
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
従
業
員
の
人

件
費
や
営
業
利
益
を
圧
迫
し
や
す
く
、

つ
ま
り
は
労
働
生
産
性
が
低
く
抑
え
ら

れ
て
し
ま
う
構
造
的
な
要
因
が
あ
る
の

で
す
。

長
期
的
な
低
迷
に
陥
っ
て
い
る
中
小

宿
泊
業
の
現
状
を
変
え
て
い
く
に
は
、

一
つ
に
は
こ
の
よ
う
に
一
緒
く
た
に
な

っ
て
い
る
「
資
本
（
所
有
）」
と
「
運

営
」
を
、
分
離
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

実
際
に
労
働
生
産
性
を
伸
長
さ
せ
て

き
た
大
企
業
の
中
に
は
、
資
本
に
関
し

て
は
外
資
系
の
巨
大
金
融
グ
ル
ー
プ
と

提
携
し
、
そ
の
上
で
運
営
を
担
っ
て
全

国
展
開
し
、
成
功
し
て
き
た
法
人
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
外

資
の
導
入
を
巡
る
是
非
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
う
る
構

造
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

た
だ
、
個
人
保
証
制
度
を
巡
っ
て
は

近
年
徐
々
に
改
革
が
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
な
に
ぶ
ん
民
法
改
正
に
伴
う
ル
ー

ル
の
変
更
を
し
て
い
く
領
域
で
す
か

ら
、
一
朝
一
夕
に
全
て
を
変
え
て
い
く

と
い
う
話
に
は
な
か
な
か
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
中
小
宿
泊
業
に
注
力
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
私

が
旅
行
会
社
に
勤
め
て
い
た
経
験
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。大
学
卒
業
後
、

入
社
し
た
の
は
昭
和
60
（
１
９
８
５
）

年
の
こ
と
で
す
。
資
本
金
５
０
０
０
万

円
未
満
の
中
小
宿
泊
業
の
労
働
生
産
性

が
平
成
５
年
か
ら
下
が
っ
て
い
っ
た
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
の
私

は
国
内
旅
行
部
と
い
う
部
署
に
所
属
し

て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
実
態
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
崩
壊
の
最
中
で
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
経
済
が
「
失
わ
れ

た
30
年
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
は
思
わ
ず
、
い
つ
か
持
ち
直
す
だ

ろ
う
と
信
じ
な
が
ら
も
、
一
向
に
好
転

す
る
こ
と
の
な
い
状
況
に
向
か
い
合
っ

て
い
き
ま
し
た
。

旅
行
会
社
が
価
格
を
下
げ
よ
う
と
す

る
た
め
に
、
宿
泊
業
者
の
方
々
に
も
ど

う
し
て
も
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
宿
の
方
々
か
ら
「
も
っ
と
私

た
ち
の
〝
価
値
〟
を
売
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。今

の
よ
う
に
、
宿
の
利
用
者
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ユ
ー
ザ
ー
が
自
由
に
レ

ビ
ュ
ー
や
評
価
を
書
き
込
む
よ
う
な
時

代
が
来
る
は
る
か
前
、
こ
れ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
く
、
と
い

う
時
期
の
こ
と
で
し
た
。
勤
め
て
い
た

旅
行
会
社
で
は
、
旅
館
に
泊
ま
っ
た
お

客
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
集
計
、
デ

ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
な
が
ら
、
単
に
価

格
の
安
さ
だ
け
を
重
視
す
る
の
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
お
客
様
の
満
足
度
の
高

い
お
宿
を
紹
介
し
て
い
こ
う
、
と
い
う

よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
と
し
て
も
、
価
格
と
満
足
度
の
因

果
関
係
な
ど
を
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
い
く
つ
か
の
宿
や
ホ
テ
ル
か
ら
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
く
れ
な
い

か
、
と
い
う
お
声
が
け
を
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
発
端
と
な

り
、
社
内
起
業
を
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
分

析
の
専
門
企
業
を
つ
く
り
、
や
が
て
そ

れ
は
研
究
所
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
会
社
員
と

し
て
の
業
務
と
と
も
に
、
大
学
の
客
員

教
授
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
の
研

究
者
と
し
て
の
道
に
つ
な
が
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
不
良
債
権

化
し
た
旅
館
の
事
業
再
生
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。全
国
津
々
浦
々
の
宿
を
調
査
し
、事

業
再
生
の
た
め
の
計
画
書
を
つ
く
る
、

と
い
う
よ
う
な
仕
事
を
重
ね
て
い
っ
た

の
で
す
。

中
小
宿
泊
業
に
お
け
る
「
資
本
（
所

有
）」
と
「
運
営
」
の
分
離
、と
い
う
課

題
に
い
き
あ
た
っ
て
い
っ
た
の
も
、
こ

う
し
た
現
場
で
の
経
験
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。
と
は
い
え
、「
資
本
（
所
有
）」

と
「
運
営
」
を
巡
る
民
法
上
の
制
度
改

革
に
、
す
ぐ
さ
ま
全
て
を
託
す
と
い
う

わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
中
小
宿
泊
業

を
再
生
す
る
た
め
の
方
法
を
、
さ
ま
ざ

ま
に
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
は
そ
の
ヒ
ン
ト
も
、
旅
館
の
事
業

再
生
に
取
り
組
む
よ
う
な
日
々
の
中
で

見
つ
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
の
バ

ブ
ル
崩
壊
を
他
山
の
石
と
し
て
い
た
は

ず
の
世
界
経
済
も
ま
た
、平
成
20（
２
０

０
８
）
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
特
に
欧
米
が
着
目

し
て
い
っ
た
の
が
、
短
期
的
に
キ
ャ
ピ

タ
ル
ゲ
イ
ン
を
得
る
よ
う
な
資
本
主
義

の
か
た
ち
で
は
な
い
、
持
続
可
能
（
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
）
な
経
済
の
か
た
ち
で
し

た
。例

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
、近
年
注
目
を
浴
び
て

い
る
の
が
環
境（Environm

ent

）・社
会 

（Social

）・ガ
バ
ナ
ン
ス（G

overnance

） 

の
頭
文
字
を
と
っ
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
す
。 

上
記
の
３
要
素
に
着
目
し
た
投
資
で
あ

り
、
同
時
に
財
務
的
な
リ
タ
ー
ン
を
求

め
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し

て
指
標
化
し
て
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
の
も
う
一
つ
の

手
法
と
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
て
い
る「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
」

と
い
う
の
は
、
活
動
や
投
資
を
通
じ
て

社
会
や
環
境
に
与
え
て
い
く
変
化
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
で
す
が
、
イ
ン
パ

ク
ト
投
資
と
は
、
財
務
的
リ
タ
ー
ン
に

加
え
て
社
会
的
リ
タ
ー
ン
を
求
め
、
地

域
社
会
の
維
持
・
再
生
を
目
的
と
し
て

い
く
投
資
の
か
た
ち
で
す
。
実
際
に
、

環
境
や
社
会
面
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
、
逆
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
抑
え
て
い
く
企
業
活
動

へ
向
け
た
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
い
っ
た
融
資

を
、
銀
行
が
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。日

本
の
中
小
の
宿
泊
業
に
と
っ
て

も
、
こ
う
し
た
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を

中
心
的
な
価
値
と
し
た
事
業
の
在
り
方

を
、
大
い
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
海
外
に
お
い
て
は

富
裕
層
を
宿
泊
者
と
し
て
想
定
し
、
地

域
の
自
然
環
境
の
保
護
や
、
雇
用
を
含

め
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
を
目
的

と
し
た
、
新
エ
コ
ロ
ッ
ジ
と
呼
ぶ
べ
き

実
践
例
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も
、
い

ろ
い
ろ
な
か
た
ち
を
模
索
し
う
る
は
ず

で
す
。

例
え
ば
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
、

島
根
県
沖
・
隠
岐
諸
島
の
海
士
町
に
オ

ー
プ
ン
し
た
の
が
、「
E
n
t
ô
」
で

す
。
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
指
定
さ
れ
た
地
に
「
泊
ま
れ
る
拠
点

施
設
」
と
し
て
、
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。「
E
n
t
ô
」
は
文
字
通
り
〝
遠

島
〟、
古
く
か
ら
遠
流
＝
島
流
し
の
地

と
さ
れ
て
き
た
場
所
に
お
い
て
、
む
し

ろ
そ
の
「
遠
さ
」
に
こ
そ
価
値
を
定
め

て
、
豊
か
な
自
然
や
生
態
系
を
体
感
で

き
る
施
設
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

建
築
資
材
と
し
て
の
木
材
や
、
宿
泊

者
向
け
の
食
材
の
調
達
も
、
地
元
を
重

視
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
移
住

者
が
多
い
土
地
で
も
あ
る
の
で
す
が
、

海
士
町
複
業
協
同
組
合
が
「
A
M
U 

W
O
R
K
」
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。「
A
M
U 

W
O
R
K
E
R
」

と
呼
ば
れ
る
職
員
に
な
る
と
、
例
え
ば

夏
場
は
宿
泊
業
、
冬
は
漁
業
と
い
っ
た

よ
う
に
、
季
節
に
応
じ
て
組
織
横
断
的

に
、
人
手
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
で
働
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。「
島

留
学
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
人
々
の
還
流
を

起
こ
し
て
い
っ
て
、
持
続
可
能
な
島
の

社
会
を
築
く
べ
く
、
多
く
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
私
の
ゼ
ミ

の
学
生
も
、
夏
に
は
み
ん
な
で
隠
岐
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

宿
泊
業
と
い
う
の
は
社
会
資
本
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
貢
献
の
仕
方
が
で
き
る
は

ず
。
私
自
身
も
そ
う
し
た
実
験
の
場
に

参
加
し
な
が
ら
、
中
小
の
宿
泊
業
の
未

来
を
、考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

いかど・たかお
文学士（社会学・社会福祉学関係）。専門は観光イノベーシ
ョン、宿泊業経営研究、観光・ツーリズム。主な著書に、

『地域観光事業のススメ方 ‐ 観光立国実現に向けた処方箋』
（2017年、大学教育出版）、共著書・高崎経済大学地域政策
学部観光政策学科編『大学的群馬ガイド: こだわりの歩き方』

（2024年、昭和堂）など。

デ
ー
タ
か
ら
宿
の

�

事
業
再
生
の
道
筋
を
探
る

新
し
い
宿
泊
業
の
か
た
ち
を
模
索
す
る

資
本（
所
有
）と
運
営
が

�

分
離
さ
れ
な
い
歪ゆ

が

み

中
小
宿
泊
業
の
価
値
と
労
働
生
産
性

な
ぜ
日
本
の

な
ぜ
日
本
の

のの

がが
中
小
宿
泊
業

中
小
宿
泊
業

労
働
生
産
性

労
働
生
産
性

上
が
ら
な
い
の
か
？

上
が
ら
な
い
の
か
？

研

聞
者究
に

く
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パリ・オリンピック柔道日本代表に川上コーチが同行

今
夏
の
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

国
学
院
大
学
柔
道
部
の
川
上
智
弘
コ

ー
チ（
平

卒
・
１
２
０
期
法
、本
学

専
任
職
員
）
が
柔
道
男
子
日
本
代
表

の
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
た
。
川
上
コ
ー
チ
は
令
和
３
（
２

０
２
１
）
年
か
ら
全
日
本
柔
道
連
盟

（
全
柔
連
）の
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ

を
務
め
る
。
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同

行
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、

「
柔
道
部
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代

表
を
輩
出
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
男

子
の
メ
ダ
ル
獲
得
は
金
２
個
、
銀
１

個
、
銅
２
個
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
金
５
個
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、

メ
ダ
ル
総
数
で
は
３
年
前
と
同
じ
５

個
を
獲
得
。「
東
京
の
よ
う
に
は
い

か
な
い
の
は
初
め
か
ら
分
か
っ
て
い

た
。
柔
道
大
国
フ
ラ
ン
ス
で
の
開
催

と
い
う
非
常
に
ア
ウ
ェ
ー
な
状
況

で
、
ど
の
選
手
も
全
力
を
出
し
切
っ

た
結
果
な
の
で
良
か
っ
た
」
と
川
上

コ
ー
チ
は
代
表
選
手
の
健
闘
を
評
価

す
る
。
現
地
で
は
選
手
や
練
習
パ
ー

ト
ナ
ー
の
世
話
を
し
た
り
、
自
ら
練

習
相
手
を
務
め
た
り
す
る
な
ど
、
選

手
が
１
０
０
％
の
準
備
で
試
合
に
臨

め
る
環
境
作
り
に
気
を
配
っ
た
。

川
上
コ
ー
チ
は
平
成
20
（
２
０
０

８
）
年
に
国
学
院
大
学
に
入
学
。
柔

道
部
で
は
１
年
次
か
ら
頭
角
を
現
す

存
在
だ
っ
た
。
卒
業
し
て
本
学
職
員

と
な
っ
た
24
年
、
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
が
懸
か
る
全
日

本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
の

決
勝
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
切
符
を
逃
し
た
。
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
川
上
コ
ー
チ
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
が
異
次
元

の
存
在
に
映
っ
た
と
い
う
。「
決
勝

の
舞
台
に
一
人
で
立
っ
て
自
分
の
力

を
出
せ
る
の
は
究
極
の
メ
ン
タ
ル
。

『
勝
ち
た
い
』
で
は
な
く
『
勝
つ
』
と

イ
メ
ー
ジ
し
、
勝
つ
た
め
の
準
備
が

で
き
て
い
る
の
が
本
当
に
素
晴
ら
し

い
。
本
学
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
を
出
す
に
は
早
い
う
ち
か
ら
も
っ

と
高
い
意
識
づ
け
を
す
る
の
が
大
事

だ
」
と
決
意
す
る
。

今
年
５
月
に
ア
ブ
ダ
ビ
（
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
）
で
開
催
さ
れ
た
世
界

選
手
権
大
会
で
院
友
の
武
岡
毅
選
手

（
令
4
卒
・
１
３
０
期
日
文
、パ
ー
ク

）
が
66
㎏
級
で
２
位
と
な
っ
た
。

本
学
柔
道
部
躍
進
の
期
待
は
高
ま
る

一
方
だ
が
、
川
上
コ
ー
チ
は
「
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
が
超
え
ら
れ
な
い
。

今
年
の
無
差
別
団
体
戦
（
全
日
本
学

生
柔
道
優
勝
大
会
）
で
も
初
の
ベ
ス

ト
４
が
見
え
た
が
、
中
央
大
学
に
代

表
戦
で
敗
れ
た
。
振
り
返
っ
て
み
る

と
私
自
身
も
、
勝
っ
た
ら
ロ
ン
ド
ン

と
い
う
試
合
で
負
け
た
。
パ
リ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
66
㎏
級
金
メ
ダ
ル
の
阿

部
一
二
三
選
手
ら
を
見
て
い
る
と
壁

を
突
き
抜
け
る
自
分
の
芯
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
る
。
私
も
学
生
と
一
緒
に

試
行
錯
誤
し
て
い
る
」
と
話
す
。

本
学
柔
道
部
は
部
員
約
40
人
と
他

の
強
豪
校
と
比
べ
て
小
所
帯
だ
が
、

質
の
高
い
練
習
に
は
定
評
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
川
上
コ
ー
チ
自
身
の
存
在

も
大
き
い
。
全
柔
連
コ
ー
チ
と
し
て

海
外
遠
征
で
得
た
新
し
い
技
の
情
報

な
ど
、
世
界
柔
道
の
最
前
線
を
学
生

に
い
ち
早
く
伝
え
ら
れ
る
。「
部
を

離
れ
て
学
生
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
多
い
分
、
経
験
と
い
う
お
土
産
を

持
っ
て
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

全
柔
連
の
活
動
も
大
学
や
部
の
理
解

が
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
感

謝
し
て
い
る
。
そ
の
恩
返
し
が
し
た

い
。
ま
た
、
け
が
か
ら
の
復
帰
を
願

い
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
仲
間
も

い
る
。
そ
う
い
っ
た
関
係
者
に
も
良

い
報
告
を
す
る
こ
と
が
使
命
」
と
力

強
く
語
っ
て
い
た
。

日本代表から得た貴重な学び

イベント 30

令和6年度 オンライン公開講座
「渋谷学２　渋谷をめぐる―渋谷と
その隣接エリアから考える」

内 �渋谷駅周辺には、異なる魅力を持ったエリアが数多
くあります。現在ではこうした地域も含めて「渋谷」
として捉えることも増えてきました。それでは、な
ぜ、渋谷とその隣接エリアは一体として把握される
ようになったのでしょうか。また、各エリアはどの

ように形成されて今に至るのでしょうか。本講義で
は、その点を「渋谷学」の成果から論じます。
※�視聴にはパソコン・スマートフォンなどの端末と
インターネットに接続できる環境が必要です。

日配信中～11月30日㈯
料6000円（全4回）
申 �11月24日㈰まで。専用HP（二次元コ

ード）から申し込み
問 �エクステンションセンター（☎03・5466・0270、

jigyou@kokugakuin.ac.jp）

令和6年度学費等納付金について
内 �令和6年度学費等納付金（後期）口座振替日は、11
月26日㈫です。詳細は、10月下旬に発送した「学費
等納付金納入のお願い」や大学HPをご確認くださ
い。

問 �経理課、学生生活課、たまプラーザ事務課、大学院
事務課

「指定寄付金」ご協力のお願い
内 �学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独
自性のある教育研究体制を確立するため、広くご寄
付を募っています。寄付の種類は、「学生・生徒等の
奨学基金」「学生・生徒等の活動支援」「教育・研究
振興支援」「施設・設備充実支援」の四つに加え、学
生の課外活動を支援するための「課外活動支援（ス
ポーツ強化部会など）」や「メッセージ募金」を設け
ています。「メッセージ募金」は、スポーツ活動や課

外活動などに熱心に取り組む学生に向けて、HP上
からメッセージを直接投稿してもらう仕組み。ワン
コイン（500円）から寄付が可能で、メッセージは
そのまま専用HPに公開されます（匿名可）。

申 �専用用紙またはインターネットでのクレジットカー
ド決済が可能です。

問 �総務課（☎03・5466・0111）
※�本法人への指定寄付金は税制上の優遇
措置を受けることができます。募金に
関する情報は専用HP（二次元コード）
で閲覧できます。

法学会学生懸賞論文を募集
内 �法学部生を対象に、法律学・政治学に関するテーマ
で懸賞論文を募集します。優秀な論文は表彰を行い
「懸賞論文入選集」に掲載します。併せて副賞（最優
秀賞：図書カード10万円分、優秀賞：同５万円分、
佳作：同3万円分）を贈ります。

申 �令和7年1月20日㈪午後3時までに論文（A4サイズ
40字×30行の横書き。脚注含め10～40枚）と受付

票、論文概要をWord形式で作成し、法
学会懸賞論文窓口にメールで提出。詳
細は本学HP（二次元コード）で確認を。

問 �法学会懸賞論文窓口（ law-kensyo@
kokugakuin.ac.jp）

内内容�日日にち�時時間�場場所�対対象�定定員�料料金�申申し込み�問問い合わせ
…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

大学からのお知らせ

キャリアサポート
※詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

大手優良企業が多数参加「企業セミナー」
内 �各業界のリーディングカンパニーの採用担当者
が業界や企業の説明をします。この機会に志望
する企業や業界への理解を深めましょう。志望
業界が定まっていない人は、まず企業の話を聞
いて興味・関心の幅を広げていきましょう。

日 �開催中～10月31日㈭の平日のみ、11月6日㈬
対学部1～3年生、院1年生

内定者アドバイザー相談制度がスタート
内 �就職活動を終えた4年生が、最新の情報と自ら
の経験を基にアドバイスを行います。どのよう
に就職活動を進めていったのか、志望する業
界・企業をどのような考えで決めていったのか
など、下級生の皆さんに参考となる生の声を聞
くことができます。民間・公務員にかかわらず
就職に関わる疑問を相談してみましょう。

日月～金曜（大学休講日を除く）
時14～18時
対1～3年生
場キャリアサポート課窓口
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全日本学生ソフトテニス大会が9月10日から15
日にかけて、沖縄県で開催された。国学院大学ソフ
トテニス部は、ダブルスで女子の久保田茜選手（日
文4）・原千晴選手（中文4）ペアが優勝で２連覇、
寺澤佑珠妃選手（日文3）・相原愛選手（中文1）ペ
アが3位となり、大学対抗戦においても女子が3位と

いう好成績を収めた。
同大会は、大学対抗、ダブル
ス、シングルスの各選手権で構
成される大学主要タイトル戦の
一つ。ダブルス選手権は9月11、
12日に開催され、同部女子から
は13ペアが参加した。久保田選
手・原選手ペア、寺澤選手・相
原選手ペアともに安定したプレ
ーで準々決勝まで突破。寺澤選手・相原選手ペアは
準決勝で4月の全日本女子選抜を制した明治大学の
前田選手・中谷選手ペアと対戦するも、力及ばず敗
れ3位となった。久保田選手・原選手ペアは準決勝
で日本体育大学ペアを破る勢いをみせた。迎えた決
勝では、準決勝で寺澤選手・相原選手ペアを破った
明治大学の前田選手・中谷選手ペアとの大一番に臨
んだ。久保田選手・原選手ペアは一進一退の攻防を

見せ、接戦を制し5-4と勝ち切り、全日本2連覇の栄
光を手にした。
9月14、15日に開催された大学対抗選手権では、
女子の部は、57大学が参加。同部女子は準々決勝ま
では全試合ストレート勝ちという堅実な試合運びで
勝利を重ねていったが、立教大学との準決勝では2
勝2敗となるも最終戦で勝ち抜くことができずに惜
しくも敗れ3位となった。

高校時代、古文の授業で源氏物語に興味を持った
宮﨑さん。古文を学ぶなら国学院大学でと、北海道
短期大学部を経て日本文学科3年生に編入した。源
氏物語の研究を続ける傍ら、第2言語で履修した中
国語の面白さも実感した。在学中に習得しようと、
1年間休学して台湾へ留学。そこには、これまで考え
すぎて一歩を踏み出せずにきた性格を変えたいとい
う願いもあったという。語学学校の選択からアパー
トの手配など、あらゆる手続きを自力でこなし、さ
らにレベルアップを目指してシェアハウスへの転居
や転校も経験。転校した先で、良い先生との出会い
があった。
「クラスの授業の中では、一人一人のレベルに合っ
たアドバイスをくださったり、テキスト以外のお話
の中にその日に学んだ文法や言い回しを盛り込んで
くれたり……。先生との自然な会話を通して語学力
が伸びました。言語を学ぶ楽しさと同時に教える素
晴らしさにも触れ、日本語教師になりたいという夢
が明確になりました」
帰国後、日本語教師について相談に乗ってもらお
うと学内各所を回る中で、国際交流課を知る。そこ
で日本語教師に近づくための具体的な行動のアドバ
イスをもらい、その一つとして交換留学生のサポー
トをするK-STEPアシスタントへの登録を勧められ
る。そして「日本語パートナー」として、アメリカ
からの留学生に毎週2回日本語レッスンをするよう
になった。宮﨑さんは想定問答集を作成するなど、
レッスン前の準備にじっくり時間をかけている。
「予想もできない質問もあるので、慌てないように
備えておきたいのです。留学中に、伝えたいニュア
ンスが文法に影響することを実感し、文化や習慣が
表れることが面白いと感じました。日本語の発話や
文章には背景があるように思い、その言葉や文法が

使われる場面や相手を明確にして教えるようにして
います。無意識に使っている表現を言語化して教え
ることも大変ですが、それが文法だけで解決できな
いこともあるし、さらに個人差や地域差があるもの
の場合は私個人の感覚だけでは駄目ですし。いった
ん答えはするものの持ち帰って調べ直すこともしば
しばです」
7月からは、居住地で日本語を教えるボランティ
アにも参加。ここでは発話や板書など授業の構成を
考える教案も作成する。大学の先生方に教え方など
の指導を受けて授業に臨むのだが、現場は想定外の
ことばかりだと笑う。しかし、宮﨑さんはその一つ

一つが経験として蓄積され、夢を実現するための力
になると実感している。
「話せる言語が一つ増えるだけで、交流できる人や
見えるものが増えていく。私が感じている言語を学
ぶ楽しさ、そして日本語の面白さを伝えられたらと
思っています」
自分が成長できる場所が海外であれば、海外で教
えたいと語る宮﨑さん。その瞳は、希望と自信で輝
いている。

宮﨑柚華さん（日文4）

久保田・原ペア全国2連覇
寺澤・相原ペア3位、大学対抗戦女子3位

日本語の魅力を伝える日本語教師を目指す日本語の魅力を伝える日本語教師を目指す

女子ダブルス2連覇の久保田・原ペア（左）と3位の寺澤・相原ペア（同部提供）

大学対抗戦で3位となった女子チーム（同部提供）

ソフトテニス部

インタビューの詳細は「国学院大学メディア」
で公開予定

宮﨑柚華さんは、中国語をマス
ターしようと、1年間休学して台
湾に留学。そこで出会った先生の
影響で、日本語教師が将来の夢に
なる。「日本語パートナー」とボラ
ンティアで奮闘する日々や、言語
を学び教える魅力について話を伺
った。

本学の副専攻プログラム「日本語教育（日本語教
員養成課程）」（以下、「日本語教育」とする）が文
化庁の審査基準を満たし、国家資格「登録日本語教
員」の経過措置対象課程として認定されました。従
来、本学の「日本語教育」修了生は法務省の基準を
満たし日本語教育機関で教員として勤務可能でした

が、令和11（2029）年4月1日以降は国家資格「登
録日本語教員」を取得しなければなりません。平成
29（2017）年度以降に入学した学生で「日本語教
育」を修了した者は、1年間の現職経験があれば経
過措置の対象となり、基礎試験の免除や実践研修の
修了とみなされます。経過措置は令和11年3月31日

まで適用されます（平成28年度以前の入学者は対象
外）。詳しくは、本学HP＝二次元コード＝をご確認
ください。
本件に関する問い合わせは、教務課
までお願いします。
（教務課☎03・5466・0135）

国家資格「登録日本語教員」の資格取得に係る経過措置の適用について
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体重別の学生日本一を争う男子第43回・女子第40回
全日本学生柔道体重別選手権大会が10月5、6日に日本
武道館（東京都千代田区）で開催された。国学院大学柔
道部からは予選を突破した男子10選手が出場し、男子
90kg級で中村俊太選手（健体4）が3位となった。
中村選手は初戦で原田優大選手（愛知大学）相手に、小
外刈りで一本勝ちを決めると勢いに乗り、続く山村洸斗
選手（天理大学）との対戦でも内股の技ありを取り、優
勢勝ちとなった。準々決勝の近藤那生樹選手（東海大学）

との対戦では、両者一歩も譲らぬ攻防を繰り広げ、その
まま延長戦に突入。9分を超える激戦の中、大内刈りで
技ありを決め勝利を収めた。準決勝の岡田陸選手（国士
舘大学）との戦いでは延長戦までもつれ込み、果敢に攻
めにいくも反則を累計3回取られ反則負けとなり、3位
入賞となった。
同部からはほかにも、73kg級で阿久津友春選手（法
4）と大塚遥人選手（神文4）が、90kg級で小林開道選
手（法3）がそれぞれ5位入賞を果たした。

柔道部

全日本学生柔道体重別選手権
中村選手が3位、3選手が5位入賞

３位となった中村選手（同部提供）

東都大学野球1部秋季リーグは第4週までを
終え、国学院大学硬式野球部は2位となり、最
終第5週に臨む。
第2週で同部は亜細亜大学と対戦。9月25日
の第1戦は0-1で迎えた七回裏に1死二塁のチャ
ンスを作ると、リーグ戦初スタメンの石野蓮授
選手（経営1）が右方向へタイムリーツーベース
ヒットを放ち同点に追いつく。その後内野ゴロ
の間に2点目を奪い逆転に成功する。投げては、
當山渚投手（経営3）が相手打線を九回途中ま
で1点に抑える好投を見せ、2-1で勝利した。翌
26日の第2戦は、投手陣が相手打線につかまり
1-11で敗戦。勝ち点がかかる第3戦は10月15
日に行われ、5-3で勝利した。
第3週では日本大学と対戦。10月1日に行わ

れた第1戦では、二回裏に伊東光亮選手（経4）
のタイムリーヒットで1-0とすると、五回裏に
も2点を加え3-1で勝利。4日の第2戦は、一時
勝ち越すも、延長十一回裏に逆転を許し、5-6
で敗戦した。第3戦は17日に行われ、4-1で勝
利し勝ち点を得た。
第4週では中央大学と対戦。9日の第1戦では
1点が遠く、0-2で敗戦。10日の第2戦は、0-1
で迎えた九回表に2死一、二塁のチャンスに途
中出場の宮坂厚希選手（健体3）が逆転の一打
を放ち、2-1で勝利した。11日の第3戦は、0-0
の投手戦で迎えた四回表2死一、三塁のチャン
スを作ると、柳舘憲吾選手（法4）の3ラン本塁
打で先制。その後も追加点を挙げ6-1で勝利し、
累計勝ち点3で第5週を迎える。

硬式野球部 東都秋季リーグ
接戦の中、2位で終盤戦へ

同点の一打を放った石野選手

大学駅伝シーズンの開幕戦となる第36回出雲全
日本大学選抜駅伝競走が10月14日、出雲大社（島
根県出雲市）正面鳥居前から出雲ドーム前を結ぶ全
6区間45.1kmのコースで開催され、国学院大学陸上
競技部は5年ぶり2度目の優勝を飾った。
気温28度を超える中、選手たちは出雲路を懸命に
駆け抜けた。1区では青木瑠郁選手（健体3）がスタ
ート直後から勢い良く飛び出し、ライバル校の青山
学院大学の選手と競り合いながら、1位と8秒差の3
位で2区の山本歩夢選手（健体4）にたすきを渡し
た。2区では創価大学の選手が2km過ぎから一気に
順位をあげていく中、山本選手は懸命に食らいつき、
5位で3区の辻原輝選手（史2）に後を託した。辻原

陸上競技部

出雲駅伝　平林主将がアンカー勝負制し
5年ぶり2度目の優勝

選手はトップの創価大学を追いかける2
位集団で上位を狙い、6km付近でアイビ
ーリーグ選抜（米国）と創価大学を追い
抜き、3位で野中恒亨選手（健体2）にた
すきをリレーした。
4区の野中選手は単独走で首位を争う
青山学院大学と駒沢大学を追いかけ、ト
ップ2校との差を区間賞の走りで縮め
た。5区の上原琉翔選手（健体3）は堅実
な走りで、首位争いをしていた2校を5km付近で捉
え、そのまま1位に躍り出た。駒沢大学の選手に猛
追を受けたものの、残り1kmを切ったところから引
き離し、1位で2年連続アンカーの平林清澄主将（経

1位でゴールテープを切る平林主将（写真・月刊陸上競技）

順位 大学名 総合成績
1 国学院大学 2時間9分24秒
2 駒沢大学 2時間10分4秒
3 青山学院大学 2時間10分24秒
4 創価大学 2時間11分47秒
5 アイビーリーグ選抜 2時間12分18秒
6 早稲田大学 2時間12分23秒
7 城西大学 2時間12分34秒
8 帝京大学 2時間13分35秒

総
合
成
績（
8
位
入
賞
ま
で
）

営4）につないだ。
最終6区で平林主将は、4秒差でスタートした駒
沢大学の選手に一時並ばれるも、上りに差し掛かる
と徐々に差をつけ、残り2kmあたりでは独走態勢を
構築。最終的には区間賞の走りで2位と40秒もの大
差をつけ、2時間9分24秒で5年ぶり2度目の出雲駅
伝優勝を果たした。
優勝にあたって平林主将は「自分が入学前に憧れ
た出雲駅伝で、もう一度優勝を再現しようと精いっ
ぱい走った。みんなの勢いを借りて優勝することが
できた」と語った。前田康弘監督も「優勝できたの
は日ごろから支えてくれた皆さんの支援のおかげ。
感謝したい。『オール国学院』の優勝だと思う」と出
雲駅伝優勝を振り返った。

区間 氏名 所属 タイム 区間順位 総合順位
1 青木　瑠郁 健体3 23分48秒 3位 3位
2 山本　歩夢 健体4 16分27秒 5位 5位
3 辻原　輝 史2 24分12秒 4位 3位

4 野中　恒亨 健体2 17分42秒 1位
（区間賞） 3位

5 上原　琉翔 健体3 18分12秒 1位
（区間賞） 1位

6 平林　清澄 経営4 29分3秒 1位
（区間賞） 1位

個
人
成
績
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